
２
０
２
２
年
度
、
青
年

部
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

河
合
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、

大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま

す
が
、
組
合
活
動
を
通
し

て
、
同
世
代
の
皆
さ
ん
と

繋
が
り
を
つ
く
り
、
工
夫

し
た
活
動
を
一
緒
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
１
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

年
度
末
と
な
り
、
い
よ

い
よ
４
月
に
は
、
皆
さ
ん

の
後
輩
が
入
庁
し
て
き
ま

す
。青

年
部
の
仲
間
と
し
て

迎
え
、
組
合
の
楽
し
さ
を

共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
職
場

に
新
採
職
員
の
方
が
入
っ

て
こ
ら
れ
た
ら
声
か
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

主
に
、
青
年
部
組
合
員

が
、
同
世
代
の
繋
が
り
を

つ
く
る
機
会
を
提
供
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

過
去
に
は
交
流
会
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
様
々

な
事
業
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。(

詳
細
は
裏
面
参
照
）

局
の
垣
根
を
こ
え
た
、

同
期
を
は
じ
め
と
し
た
仲

間
の
存
在
は
、
こ
れ
か
ら

長
く
続
く
こ
と
に
な
る
、

皆
さ
ん
の
職
員
生
活
に
お

け
る
宝
物
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
青
年
部
の
活
動

に
参
加
し
て
積
極
的
に
交

流
を
行
い
、｢

な
か
ま｣

を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。
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昨
年
の
12
月
３
日
（
金
）
に
、
名
古
屋
都
市
セ
ン

タ
ー
で
、
県
職
連
合
第
16
回
青
年
部
定
期
大
会
を
開

催
し
、
２
０
２
１
年
度
の
取
り
組
み
の
総
括
を
行
い
、

２
０
２
２
年
度
の
活
動
方
針
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
は
、
新
任
の
河
合
部
長
と
各
役
員

を
中
心
に
、
青
年
部
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
活
動
を
進
め
ま
す
。

「
県
職
」(

愛
知
県
職
員

組
合
）
及
び
「
病
院
組
合
」

(

愛
知
県
病
院
事
業
庁
職

員
組
合)

の
、
当
該
年
度

の
４
月
１
日
時
点
で
、
満

30
歳
未
満
の
組
合
員
の
方

が
対
象
で
す
。



今年の企画はまだ決まっていませんが、

過去には、ボウリングやボルダリング

などを行っていました。
スポーツの秋に、事業

を通して、青年部の組合

員同士が交流を深められ

るよう取り組んでいます。

青年部の本部常任委員と支部役員
がアイリス愛知に集まり､合同会議を
行うとともに、青年部活動の進め方

などについて学ぶ機会を設けました。

例年はサンヒルズ三河湾で１泊２

日で行っていますが、情勢を鑑みて、
代替事業として開催しました。

各支部の青年部役員等が運営主体と

なり、支部の新入組合員を対象として、
歓迎会を行います。
開催方法は、支部によって様々です

が、ボウリング大会を開くなど、交流

が図れる企画を行っています。

新規採用者を対象に、組合のことや青年部活

動等について紹介し、組合加入を呼びかける場

として県職連合が開催しています。今年は会食

は行わず、青年部役員主体で、スライドを用い

て青年部活動を紹介することを考えています。

年齢の近い、身近な先輩として、新規採用者

に語りかけ、組合活動の

楽しさなどを知ってもら

う場を提供し、多くの方

に、青年部の仲間に加わっ

てもらえるよう、準備を

進めていきます。

例年、100名近くの青年部組合員が集い、
交流する、青年部の年間行事の中で最大
規模のレクリエーションです。

過去には、栄のテレビ塔にある「The
Ｐark BANQUET」などで開催しました。

現在、新型コロ
ナウイルスの感染
状況等を注視しつ
つ、工夫して、交
流事業ができない
か検討中です。

青
年
部
の
今
年
１
年
間
の
活

動
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。

活
動
を
大
き
く
分
け
る
と
、

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー｣

「
新

入
組
合
員
歓
迎
会
」｢

文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
」
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
、
従
来
と

は
異
な
る
や
り
方
で
、
工
夫
し

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
新
事
業
が
で
き
な

い
か
も
模
索
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
本
部
常
任
委

員
会
を
月
に
１
回
開
催
し
、
各

行
事
の
運
営
方
法
等
を
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
青

年
部
機
関
紙
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
」
で
定

期
的
に
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

今年は新たな事業ができないか、本部常
任委員会で検討しています。
事業の内容が決定しましたら、

改めて、皆さんにお知らせしま
すので、期待してお待ちくださ
い！


